指示語・接続語
指示語の問題
①指示語の直前を見る
②指示内容の確認
③解答の作成
→最後に自分の解答を指示語部分に入れて確かめる
　最後の部分を直す
　語順を入れ替える
　全体をまとめる


接続語の問題
前後をみて、語順に合うものをいれる
①順接…因果関係を作る
　例　だから・したがって
②逆接…逆・対立するものをつなげる
　例　しかし　けれども　ところが
③説明
　例　つまり（言い換え）　たとえば（例）
なぜなら（理由）

説明的文章を読むときのポイント
※筆者の意見・立場を読み取る→同じことの繰り返し

①イコールの関係…筆者の伝えたいことを不特定多数にわかってもらうために、いろいろな証拠を挙げる

筆者の伝えたいこと＝具体例・体験・エピソード・引用


②対立関係…筆者の主張を明確にしたいとき、それとは反対の事柄を持ち出すことが多い

筆者の主張⇔対立（比較）する

